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      コロナ禍での事業運営の取組について 
                       にじの会理事長 石崎 優仁 
 昨年末からの新型コロナウィルス感染者は世界全体で４０００万人を超え、死者も１１０万人を

超えています。日本でも４月の緊急事態宣言時の第一波と７・８月の第二波時の感染者の急増があ

り、累計で９万人超の感染者と１６００人余の死者がでております。ウィルス感染が拡がる秋冬期

を迎えインフルエンザとの重複での大量感染の可能性もあり、警戒を強める必要があります。 

 しかしながら、新型コロナの感染は接触感染と飛沫感染が主であり、特に唾液による感染を防止

する事で感染予防が効果的に実施できるとされています。具体的にはマスク着用・人の間隔確保・

手洗い励行・タッチポイント消毒・３密の防止と換気・外部者との接触の削減により感染を予防で

きると考えております。この予防策を協力して実行することで、新型コロナのワクチンや治療薬が

利用できるまで、大量感染を防止していけることを期待しています。 

 同時に、感染した場合に重症化しやすい高齢者や基礎疾患者・障害者等の感染防止は重要です。

日本の死亡率が２％程度に抑えられているのは、高齢者施設や障害者施設での感染発生がかなり防

止できていることによっています。インフルエンザワクチン接種や感染拡大防止のための PCR検査

の実施等、対象施設の予防に役立つ方策を積極的に導入することが必要です。 

 他面では、緊急事態宣言時以来の外出や移動の抑制が、学校や保育園等の休校園による家庭の負

担と教育の遅れ等を生じ、飲食業や観光業・旅客運輸業等の経営悪化も著しく、失業者の急増も続

いています。この対策としてオンライン教育の導入、GOTO－事業や消費喚起のプレミアム事業等が

開始されていますが、感染拡大の危険も生じています。また、障害者支援に於いても休園や在宅ワ

ークで生活リズムの崩れが生じたり、帰宅や面会の抑制により本人や家族の不安やストレスが強ま

るケースも多く、外出や運動等の抑制によって楽しみが失われる状況もあります。この状態を永く

続ける事は無理であり、中期的に継続できる運営に切り替えていく必要があります。 

 にじの会では、３月以降、感染予防策として利用者・職員のマスク着用・手洗い励行・タッチポ

イント消毒・３密防止の環境設定等を実施してきました。同時に、外部者の入館制限と利用者の施

設外活動の抑制により外部者との接触の削減を行っていますが、家族との面会や帰宅は一定のルー

ル下で継続しております。また、事業休止や在宅ワークは最小限にして利用者やご家族の生活リズ

ムの崩れを防ぎ６月からは通常運営に戻っています。就労事業の生産販売活動も学校休校の影響は

大きく受けましたが６月からはランチ・喫茶営業も店舗の感染防止策を徹底して再開しております。 

 同時に感染拡大防止のための PCR検査等の受検体制を整備してきております。入所利用者の施設

内での抗原検査・PCR 検査を配置医の診断で実施するとともに、ホーム・通所利用者の提携医療機

関での受検を薦めています。また、職員の体調異常時や感染可能性が生じた時には抗原検査や PCR

検査を法人の費用負担で受検する体制をとっています。今後、定期的な PCR検査と必要時の抗原検

査が実施できる公的な制度を期待しています。 

 また職員の働き方では、研修・会議等でのオンライン導入と利用者支援での ICT活用を進めてい

ます。利用者支援では密接な動きは避けられませんが、感染予防策を徹底し安全を確認しながら施

設外（店舗・公園等）での活動を増やし支援の質の維持向上を図っていきたいと考えております。 

にじの会全員で感染予防と事業継続に努めてまいりますので、ご支援とご協力をお願い致します。 

 

ＳＳＫＲ 

ＳＳＫＲ 
社会福祉法人 にじの会       

理事長 石崎 優仁 

〒181-0015 東京都三鷹市大沢１－６－3 

TEL 0422-39-2411         

FAX 0422-39-2412   

ホームページ：nijinokai.org 
にじの会だより Vol.75 
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コロナ禍での就労継続支援事業状況報告 
 

＜レストラン・喫茶の営業状況＞ 
 6 月から 3店舗とも感染症予防対策を徹底して飲食の提供を再開しております。 

 

＜ハーモニーガーデン＞は「地域で１番安全なレストラン」を目指し、

テーブルやイスは使用後に毎回消毒、対面にならない横並びに席数を減ら

した配置、迷路と思われるほどのパーテーション、料理はすべてトレーに

乗せて運びトレーごと下げて接触を減らすなどの対策を継続しています。

お客様からは「安心して利用できてうれしい」という声をたくさん頂き、

6月のランチ再開当初は 30人にも満たない状況が 40人を超える日も増え

てきました。また、土曜日は、にじの会の利用者やスタッフの利用が多く、外出機会が減った中で

貢献できたと思います。 

スタッフ 1人体制ということもあり、利用者同士のコミュニケーションも大事にしています。聴

覚の障害がある利用者さんは、マスクをしていると相手の口元が読めずとても困ってしまうという

現状があり、全員で手話の学習を始め、また購入した ipadの文字変換ソフトを使用することで改

善に繋げています。 

夜の営業のご要望もいただいており、10月 17日(土)から土曜日のみディナータイムを再開して

います。メニューもお 1人でもグループでもお気軽に楽しめるコースなど土曜日限定のメニューを

提供しています。 

＜大沢ハーモニー＞では買い物送迎サービス事業「かわせみ」を

ご利用されている方々の安全を考慮し、買い物代行支援という形で週

１回事前に注文を取ってご自宅まで配達をするという取り組みを継

続しました。パンのほかにお弁当やガーデンのピッツァのご注文もあ

り、大変喜んで頂きました。ようやく 9月 29日からは人数を 2名に

限定して買い物送迎を再開しました。ハーモニーとガーデンともに参

加された方々はとても活き活きとした表情をされ、私達も再会をうれ

しく思いました。 

 今までなかなか積極的な販売促進策を行っていませんでしたが、11

月 11日～27日まで 3店舗共通で「三鷹産新鮮野菜で地域を元気にフ

ェア」を開催します。三鷹の名産キウイやとれたてのお野菜を使用し

たパンやお惣菜、デザートなどが店頭に並ぶ予定です。お店も地域も

少しでも元気にしていきたいと思います。 

＜オーソレミオ＞は席数を減らしている分テラス席を新設しました。

ガーデンで使用していたテーブルを設備担当スタッフが丁寧に白く塗

り直し、とてもおしゃれな仕上がりとなっています。夏場は定番とな

ったかき氷を召し上がる方も見られ、とても好評でした。テラス席は

ハーモニーでも設置を検討しています。 

10月からは三鷹市（ガーデンは調布市も）プレミアム商品券利用が始まりました。コロナウイ

ルスの影響で売上はまだまだ戻っていない状況ですが、お客様に安心して利用していただくことを

考え、前向きに取り組んでいけば新しい時代に順応したお店作りができてくると思っております。 

皆様のご利用、心よりお待ちいたしております。   

（ハーモニー就労支援事業統括 諏訪 拓） 
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「ハーモニー製品」の生産・販売回復に向けた取り組み 
 ワークショップハーモニーでは、豆富工房で製造した豆富や生揚げ、油揚げの学校給食への納品

が、今年６月に三鷹市内の学校の登校と合わせて給食も再開されたことで、ようやく再び稼働し始

めました。また、同時に新たな納品先として市内５校の学校にも納品をさせて頂けるようになり、

お陰様で工房は毎日フル稼働して美味しいお豆富類を学校にお届けして 

おります。ワークショップハーモニーの豆富工房の絹豆富、木綿豆富、生揚げ、 

油揚げ等は、厳選した国内産丸大豆を使用し、毎日絞りたての豆乳をそのまま 

の濃度で製造するため、お豆富は大豆本来の風味を味わうことが出来ます。 

また生揚げ、油揚げは国産 100%の純正米油を使用し、安全で安心な製品として 

味わって頂いております。 

 さらにワークショップハーモニーの新たな取り組みとして、共に 11月頃を予定している「ハー

モニー製品のネット販売」と「三鷹市ふるさと納税の返礼品」の開始準備をすすめています。まず

ネット販売では、これまでご利用頂いているにじの会ギフトカタログのハーモニー製品が、買いた

いタイミングでいつでも簡単に、ご注文頂け 

ます。また、三鷹市のふるさと納税返礼品とし 

てハーモニー製品が選ばれました。こうした 

ネットを利用しての新たな販売方法で、今後も 

多くの方々ににじの会の手作りの安全・安心な 

製品をご利用頂けますよう努力してまいります。 

（ワークショップハーモニ― 清水宏一郎） 

 

「未来工房にじ」では新商品を開発中です 
＜食品加工工房＞ 
未来工房にじ（就労継続支援 B型）では、利用者と一緒に商品開発に取り組んでいます。 

食品加工工房の新商品は「黒糖フルーツ蒸しケーキ（600円）」です。 

クランベリー・カレンズ・クルミがたっぷり入っており、黒糖の甘味と 

フルーツの酸味が合わさり、上品な味に仕上がっています。 

横 20㎝・幅７㎝・高さ４㎝とボリュームもあり、食べ応え満点です。 

※にじの里ショップ「オーソレミオ」にて好評販売中（ご予約承り中）。 

＜織り工房＞ 
織り工房では、利用者が描いたイラストをプリントした商品の販売を開始しています。 

利用者の個性がキラリと光る素敵な商品となっています。にじの会スタッフ・ショップのお客 

様から好評です。 

※にじの里ショップ「オーソレミオ」にて好評販売中（商品のお問合せはショップスタッフまで） 

           
  Tシャツ（ワニ）  Tシャツ（ビートルズ） エコバッグ（ワニ）  ミニトートバッグ（厚手） 

   1500円        1500円       300円       1000円 

                              （未来工房にじ 佐藤智観） 

 

 

 

 

ハーモニー商品の一部です。ネット販売・ふるさと

納税返礼品はギフトカタログと同様の商品です。 
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コロナ禍での職員研修の報告 
７月安全大会の報告 
今年度の安全大会は「安全意識の向上と新型コロナウイルス対策の実践を学ぶ」というテーマで 

三密を回避するために各事業所で開催いたしました。 

ドライブレコーダーの画像を見ながらヒヤリハットや危険運転目撃事例の解説を聞き、運転者は勿

論、歩行者や自転車の利用者も自らの事として意識を高めることが出来ました。 

感染症対策では防護服の着脱動画を見ながら実際に多くの職員が体験しました。その後はにじの

会のＢＣＰ（事業継続計画）の読み合わせを行い、事業所ごとの感染発生時のゾーニングのシミュ

レーションを考えました。少人数で行うことで主体的に参加出来て良かったという意見、動画で視

聴できるので生活スタッフも参加しやすかったという意見などがありました。 

昼食は非常食を準備し、万が一の事態に備えることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

8 月全体研修の報告 
テーマは「人権擁護意識の向上・2019年度部署別研究総括」でした。安全大会と同様に各事業

所で実施をしました。 

初めに石原前理事長と三上理事の研修資料を読み、福祉職に携わる者としての初心を再確認しま

した。次に、にじの会虐待防止マニュアルチェックの実施報告を見ながら意見交換を行いました。

小グループで行うことで意見が出しやすく活発な意見交換が出来ました。中には時間が足りなくな

る部署もありました。普段あまり話さないスタッフの考え方が分かりとても有意義だったという意

見もありました。 

又、今年度独自の内容として「新型コロナウイルス感染防止と利用者の人権を守る支援とは？」

として新しい時代の支援を考えるグループワークを行いました。この時間も活発な意見交換が出来

ました。事業所ごと部署ごとだったので充実した話し合いが出来た半面、他部署の意見も聞きたい

という前向きな感想も多くありました。 

最後は 2019年度の部署別研究の発表を、動画の視聴で行いました。初めての試みとして、動画

作成のスキルの差が研究発表の出来栄えに反映するので肯定的な意見と否定的な意見がありまし

たが、部署ごとの取組の特徴をあらわしていました。 
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＜階層別研修の実施状況＞ 
 

2020年度からはＭコース（管理職／マネジメント）、Ｓ１・Ｓ２コース（主任補佐・リーダー

／職場リーダーの育成②）、Ｓ３コース（サブリーダー／職場リーダーの育成①）Ｊ１コース（中

堅職員研修）、Ｊ２コース（新任職員研修）という名称で行っています。 

各研修は研修講師をスタッフが担当し、動画を視聴して受講します。自分の都合の良い時間に受

講出来るので負担が少ないという肯定的な意見がある反面、動画やテキストの内容も担当スタッフ

にほぼ一任しているので内容に差があるという意見も見られます。初めての取組みなので今後、内

容や手法が統一され、質も向上していけると思います。 

肯定的な意見として、「研修内容によっては繰り返し見られるので良い。研修報告書に講師に対

する質問欄があり、直接講師とやり取りできるのが良い。」というものがありました。半面、同じ

階層のスタッフとの意見交換が出来ないのが残念という意見もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜テーマ別研修の実施状況＞ 
 

今年度は「生活支援技術」「自閉症行動障害」「ＩＣＴ」の３つのテーマで行っています。 

テーマ別研修も基本は動画を視聴しての受講になっています。各コースとも工夫を凝らした動画が

作成されており、受講者からは好評です。①特に生活支援技術は動画を見ることで非常に分かりや

すいという意見が出ています。ＺＯＯＭを使用した研修も行い、動画視聴とは又違った新しい形で

の研修も行っています。②自閉症行動障害も東京都社会福祉協議会の強度行動障害支援指導者養成

特別委員会に出席していた職員が担当しておりテキストもその内容に準じているので実際の支援

の場で役立つという意見が出ています。③ＩＣＴはエクセルの初級と iPadの初級を行いました。

今後は、ＺＯＯＭの使用なども含めて時代に合った必要な技術を学んでいく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（研修委員長 佐藤智観） 
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＜利用者作品の発表報告＞ 
 

コロナ禍での利用者の皆さんの活動の中で、外部での発表ができた作品を以下に紹介します。 
 

◎ NHK ハート展 2020 入選 作品名「油あげ」（詩） 

ハーモニー 中川 崇さん   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

◎東京藝術大学・大学美術館特別展 あるがままのアート 

◎「NHK E テレ「no art, no life」        

 

 

「見つけられたもの」 

にじアート 金崎 将司さん 

NHK 教育テレビ (E テレ) の番組「no art, no 

life」で、にじアート・金崎将司さんの作品“見つ

けられたもの”が 3 月 10 日より複数回紹介されま

した。また同放送で紹介された作家達のグループ

展「あるがままのアート」が７月２３日～９月６

日に東京藝術大学の大学美術館で開催されまし

た。なお同展覧会の様子はＮＨＫ総合テレビ「お

はよう日本」７月２５日の放送にて紹介され、金

崎さんの作品が取り上げられました。 

（支援専門・美術 千葉鉄也） 

 

2020 年 NHK ハート展に、ワークショップハーモニー豆富工房、中川さんが投稿した

詩、「油あげ」が入選しました。今回入選した記念に中川さんが詩を始めたきっかけや、

入選した時の感想を聞かせて頂きました。中川さんが詩を書き始めたきっかけは、10 代

の頃見た歌番組だったとか。「自分も感じた事を言葉にしてみたい」と、それから毎年

詩の投稿を続け、今回初めて NHK ハート展に入選されました。その時の感想は「嬉し

かった、諦めなくてよかった！」と嬉しそうにおっしゃっていました。中川さんはこれ

からも日々感じた事を詩にし、投稿を続けるとの事です。今後もご活躍期待しています。

中川さん入選おめでとうございました。         

ケアホームにじ 山下典孝 
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◎東京都障害者総合美術展  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜にじの会アートカレンダー2021 のご案内＞ 
 

本年も利用者の皆さんが制作された作品を掲載したカレンダー

(2021年版)を作成いたしました。昨年と同様、折り畳んだ状態で

Ａ４サイズ(29.7×21cm)とコンパクトで、スケジュールの書き込

みができる罫線が入った実用性の高い仕様となっております。ご

使用後は作品集としての保存も可能です。 

にじの会利用者の方々を広く知ってい

ただく機会となるようにという思いから

制作・販売を開始したアートカレンダー

も、今回で 7冊目となりました。ご家族の皆様やスタッフの皆さんには、

毎年販売拡大にご協力をいただき誠にありがとうございます。 

お陰様で法人関係者以外の方々へ知っていただく機会も

増えました。『毎年楽しみにしています』『このような素敵な作品を作られる方の他

の作品も見てみたいです』など嬉しい反響も多く頂戴しております。こちらに掲載さ

れております作品は、にじの会の美術活動で日々生まれる作品のごく一部ですが、こ

の一冊がにじの会のアート活動を地域の皆様にご紹介するきっかけとなりますよう、

今年も頑張って制作いたしました。 

オーソレミオ、ハーモニーガーデン、大沢ハーモニーにて販売中です。お立ち寄

りの際はぜひお手にとってご覧ください。ご家族・ご友人へのプレゼントにもおす

すめの一品です。 

また今回より、右の QR コードから、インターネットの販売ページにてご購入い

ただく事が可能となりました。決裁方法は、『クレジットカード、代金引換、銀行

振り込み』となります。お電話でのお問い合わせ・ご注文は、 

0422–26–8620 ワークショップハーモニー 清水・伊藤までお申し付け下さい。 

なお郵送にて購入をご希望される方は、送料や振込手数料がかかりますのでご確認くださいます

ようお願い申し上げます。 

（支援専門・美術 内山久子） 

「杉玉」  にじアート遊悠工房 

にじアート・遊悠工房の共同制作作品「杉玉(す

ぎたま)」が、東京都障害者総合美術展に入選し、

池袋の西武デパート本店にて９月２日～６日に展

示されました。例年は工房所属利用者や希望者を

募り、大勢で現地に出向くのですが、今年はコロ

ナ禍によりかないませんでした。しかしスタッフ

が現地で撮影した動画を皆で鑑賞する事により、

長い時間をかけて皆で制作した作品が西武デパー

トで展示された喜びを共有いたしました。           

（支援専門・美術 千葉鉄也） 
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クリスマスギフト 1２/1８(金)まで、「発送」は 1１/24(火)～とさせて頂きます。 

冷蔵

おまかせスモーク６種セット

商品番号 3,200円０７ 冷蔵

おまかせスモーク５種＆マフィンセット

商品番号 3,780円０８ 冷蔵

おまかせスモーク特選セット

商品番号 4,300円０９

   『にじの会だより 75 号』 定価 50 円 

発行所：特定非営利活動法人障害者団体定期刊行物協会 

         〒157-007 東京都世田谷区祖師谷 3-1-17 ヴェルドゥーラ祖師谷 102号 

TEL:03-6277-9611  FAX:03-6277-9555 

        編集人：社会福祉法人にじの会 

〒181—0015 東京都三鷹市大沢 1-6-3  TEL：0422-39-2411 FAX：0422-39-2412 

 

 

クリスマスシュトーレンギフトにつきましての「ご注文」は  

新茶＆クッキー3種＆

フルーツマフィンセット

商品番号 2,610円０１

冷蔵

多摩のおみやげおまかせセット

こちらの商品は袋包装でお届けします

商品番号 1,600円１０

こだわり府中たまご豆乳プリン・

クッキー3種・フルーツマフィンセット

商品番号 2,400円０２
冷蔵

マフィン２本＆クッキー3種セット

商品番号 2,460円０３

冬ギフト限定

こだわり府中たまご豆乳プリン

8個入り2,090円
10個入り2,550円

6個入り1,630円
商品番号

冷蔵

０６

０５

０４

冬期限定！ 

自家製骨付きもも肉のスモーク

＆クリスマスシュトーレンセット

商品番号 2,530円１１
冷蔵

＆クリスマスシュトーレンセット

クリスマスシュトーレン＆

フルーツマフィンセット

商品番号 2,310円１２
冷蔵

1２/1８(金)まで、「発送」は 1１/24(火)～とさせて頂きます。 

QRコードからも 

ご注文頂けます 


